
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
恵
美
子
選

No.611
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張
り
出
さ
れ
し
受
験
番
号
を
背
の
び
し

て
携
帯
画
面
に
子
等
写
し
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

前
向
き
に
考
え
ま
し
ょ
う
と
何
時
に
で

も
責
任
逃
れ
と
思
い
つ
つ
聞
く
　
　
　
　
　
　
三
2

林
　
康
子

ぱ
さ
ぱ
さ
の
白
け
た
土
を
茶
の
色
に
変

え
つ
つ
雨
は
う
る
お
し
て
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
坂
3

川
名
　
佳
子

雪
ダ
ル
マ
か
わ
い
い
顔
し
て
入
口
に
訪

問
の
人
を
迎
え
る
如
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
1

平
井
　
隆
恵

株
分
け
の
シ
ャ
コ
バ
サ
ボ
テ
ン
の
ピ
ン

ク
花
風
吹
い
て
来
て
ふ
わ
り
と
ゆ
れ
る
　
　
　
八
3

永
山
美
智
子

草
萌
え
て
天
地
眩
し
き
草
千
里
　
　
　
　
　
　
本
2

市
川
　
和
夫

通
る
た
び
梅
の
蕾
の
膨
ら
め
る
　
　
　
　
　
　
桜
4

小
林
　
重
仁

淡
雪
に
別
れ
の
握
手
交
は
し
け
り

南
5

中
山
　
明
子

寒
の
明
け
散
髪
屋
へ
と
杖
を
つ
き
　
　
　
　
　
坂
4

西
野
　
定
雄

う
ら
ら
か
や
我
れ
を
呼
び
を
り
裏
の
犬
　
　
　
本
3

大
戸
千
代
子

風
邪
癒
え
て
遺
書
か
く
筆
を
選
び
け
り
　
　
　
八
2

平
田
　
郁
子

思
は
ざ
る
と
こ
ろ
に
出
で
し
福
寿
草
　
　
　
　
桜
1

菅
井
　
良
子

侘
助
に
小
鳥
の
集
ふ
記
念
館
　
　
　
　
　
　
　
緑
1

村
岡
ト
シ
子

ア
ル
バ
ム
の
厚
さ
が
刻
む
人
生
譜
　
　
　
　
　
里
　
　
遠
藤
て
い
子

冬
山
の
魔
性
が
分
け
る
明
と
暗
　
　
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
　
礼

覚
え
書
き
脳
の
小
袋
入
れ
忘
れ
　
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
左
吉

雛
段
に
昔
を
語
る
顔
と
顔
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

イ
チ
ゴ
摘
む
娘
の
マ
ニ
キ
ュ
ア
は
イ
チ
ゴ
色
　
本
4

山
野
　
栄
子

花
は
皆
待
っ
て
居
り
ま
す
ほ
め
言
葉
　
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

人
間
の
癖
は
付
録
の
よ
う
な
も
の
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
伸
子

娘
と
二
人
秋
保
温
泉
楽
し
い
夜
　
　
　
　
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

B

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
資
格
　
▼
昭
和
54
年
4
月
2

日
〜
62
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

▼
昭
和
62
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
q
大
学
を
卒
業
し
た

方
、
平
成
21
年
3
月
ま
で
に
大
学

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方
w
人
事

院
が
q
に
掲
げ
る
方
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
方

受
付
日

4
月
1
日
（
火
）
〜
4

月
14
日
（
月
）
※
4
月
14
日
ま
で

の
通
信
日
付
印
有
効
（
土
・
日
曜

は
除
く
）

申
込
み

希
望
す
る
第
1
次
試
験

地
を
所
轄
す
る
国
税
局
ま
た
は
国

税
事
務
所
へ
申
込
書
を
提
出

試
験
日

第
1
次
＝
6
月
15
日

（
日
）、
第
2
次
＝
7
月
28
日
（
月
）

〜
31
日
（
木
）
の
い
ず
れ
か
1
日

（
第
1
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指

定
す
る
日
）
※
試
験
内
容
は
大
学

卒
業
程
度
。
な
お
、
合
格
発
表
は

第
1
次
試
験
合
格
者
は
7
月
8
日

（
火
）、
最
終
合
格
者
は
8
月
29
日

（
金
）
に
発
表

試
験
地

第
1
次
＝
高
崎
市
、
さ

い
た
ま
市
、
新
潟
市
、
松
本
市
他
、

第
2
次
＝
さ
い
た
ま
市
他

採
用
予
定
数

約
1
2
0
0
人

（
全
国
）

問
合
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事

第
二
課
試
験
係
1
0
4
8
・
6
0

0
・
3
1
1
1
内
線
2
0
9
5

B

振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
へ

振
替
納
付
日

q
所
得
税
＝
4
月

22
日
（
火
）、
w
消
費
税
（
個
人

事
業
者
）
＝
4
月
24
日
（
木
）

※
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、
指
定
口
座
の
残
高
を
確
認

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

残
高
不
足
等
で
口
座
振
替
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
は
、
所
得
税
は

3
月
18
日
、
消
費
税
は
4
月
1
日

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
延
滞
税
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

川
口
税
務
署
管
理
徴
収

第
一
部
門
1
2
5
2
・
5
3
1
4

B

確
定
申
告
の
内
容
に
間
違
い
等

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た

と
き
」
は
、「
更
正
の
請
求
」
を

し
て
正
し
い
税
額
へ
の
訂
正
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

「
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た

と
き
」
は
、「
修
正
申
告
」
を
し

て
く
だ
さ
い
。

「
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と

き
」
は
、
直
ち
に
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。
確
定
申
告
期
限
を
過
ぎ

て
か
ら
の
申
告
を「
期
限
後
申
告
」

と
い
い
ま
す
。

期
限
後
申
告
や
申
告
を
し
な
い

た
め
に
税
務
署
か
ら
決
定
を
受
け

た
り
す
る
と
加
算
税
が
賦
課
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

川
口
税
務
署
1
2
5

2
・
5
1
4
1

日
　
時

毎
月
11
日
（
土
・
日
・

祝
日
の
場
合
は
、
次
の
課
業
日
に

延
期
）
午
前
10
時
〜
正
午

対
　
象

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の

保
護
者
、
関
係
職
員
、
特
別
支
援

教
育
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど

内
　
容

授
業
参
観
、施
設
見
学
、

学
校
の
概
要
説
明

申
込
み

各
実
施
日
の
前
日
ま
で

に
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
10
月
は
、
年
1
回
の
内
容
を
拡

大
し
た
「
学
校
公
開
」
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
月
例
学
校
公
開
日
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ

県
立
越
谷
養
護
学
校
1

0
4
8
・
9
7
5
・
2
1
1
1

日
　
時
　
4
月

18
日
（
金
）
午

後
1
時
〜
4
時

半
　
受
け
付
け

は
正
午
か
ら
、
入
退
場
自
由

※
参
加
企
業
は
約
90
社
。

場
　
所

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
市
民
ホ
ー
ル
（
大
宮
会
場
）

対
　
象
　
平
成
21
年
3
月
に
大
学
、

短
期
大
学
、
専
門
学
校
を
卒
業

（
見
込
み
）
の
方
（
1
〜
3
年
以

内
の
既
卒
者
も
参
加
可
能
）

持
ち
物

履
歴
書（
費
用
は
無
料
）

問
合
せ

県
雇
用
対
策
協
議
会
1

0
4
8
・
6
4
7
・
4
1
8
5

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
立
越
谷
養
護
学
校

月
例
学
校
公
開
日

求
人
企
業
合
同
面
接
会



A
X
2
8
5
・
9
6
1
7

問
合
せ

同
協
会
事
務
局
・
渡
辺

t
1
2
8
3
・
0
4
8
3

日
　
時

5
月
13
日
（
火
）
か
ら

毎
週
火
曜
、
計
7
回
、
午
前
9
時

〜
10
時
半

場
　
所

里
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
ク

レ
ー
コ
ー
ト
）

対
　
象

満
55

歳
以
上
の
初
心

者
・
中
級
者

定
　
員

16
人

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費

6
4
0
0
円
（
ボ
ー
ル

代
、
傷
害
保
険
料
含
む
）

申
込
み

往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒
3
3
4
｜
0
0
0
5
鳩
ヶ

谷
市
里
1
5
5
5
市
テ
ニ
ス
協

会
・
山
田
t
へ
※
4
月
17
日（
木
）

必
着

問
合
せ

同
協
会
・
山
田
t
1
2

8
1
・
5
7
0
0

開
催
日

4
月
24
日
（
木
）
雨
天

決
行

場
　
所

皆
川
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
栃
木
県
栃
木
市
皆
川
城
内

町
1
0
2
8
2
・
2
4
・
5
5
5

5
）

定
　
員

80
人
（
20
組
）

参
加
費

6
0
0
0
円
（
パ
ー
テ

ィ
代
、
賞
品
代
含
む
）

プ
レ
ー
代

1
3
0
0
0
円
（
昼

食
代
等
含
む
）
※
各
自
で
清
算
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す

申
込
み

4
月
10
日
（
木
）
ま
で

に
鳩
ヶ
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事

務
局
（
鳩
ヶ
谷
市
本
町
1
〜
3
〜

15
本
町
商
店
街
振
興
組
合
会
館

内
）
へ
（
定
員
締
切
り
）

問
合
せ

同
事
務
局
1
2
8
6
・

1
5
7
0

B

幹
部
候
補
生
（
一
般
・
技
術
）

資
　
格
　
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の

方
※
22
歳
未
満
の
方
は
大
卒
（
見

込
含
む
）

申
込
み

4
月
1
日
（
火
）
〜
5

月
12
日
（
月
）

B

予
備
自
衛
官
補

資
　
格
　
一
般
＝
18
歳
以
上
34
歳

未
満
の
方
、
技
能
＝
18
歳
以
上
で

保
有
す
る
国
家
資
格
に
応
じ
て
53

歳
〜
55
歳
未
満
の
方

申
込
み

4
月
7
日
（
月
）
〜
4

月
14
日
（
月
）

問
合
せ

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力

本
部
募
集
課
1
0
4
8
・
8
3

1
・
6
0
4
3

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/sa

itam
a/

〜
み
ん
な
で
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を

作
っ
て
み
よ
う
〜

日
　
時

4
月
13
日
（
土
）
午
前

11
時
〜
午
後
1
時

場
　
所

南
公
民
館

内
　
容

料
理
実
習
（
ミ
ー
ト
ロ

ー
フ
、
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
）

参
加
費

1
人
3
0
0
円

問
合
せ

栗
原
t
1
2
8
1
・
6

9
0
2

対
　
象

満
16
歳
以
上
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
お
よ
び
E
メ

ー
ル
の
利
用
を
日
本
語
で
で
き
る

方
（
た
だ
し
、
議
員
、
首
長
、
常

勤
の
県
職
員
を
除
く
）

任
　
期

い
つ
で
も
登
録
可
能
で

任
期
は
あ
り
ま
せ
ん

内
　
容

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、

ウ
ェ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
へ
の
参
加
、
県
政
へ
の
提
言

（
実
績
に
応
じ
て
謝
礼
あ
り
）

http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp
/A01/B

K
00/supporter_oubo/

index.htm
l

か
ら
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

県
広
聴
広
報
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
2
8
5
0

演
奏
会
日
時

7
月
13
日
（
日
）

午
後
2
時
開
演

場
　
所

市
民
セ

ン
タ
ー
「
ダ
ヴ
」

応
募
資
格

5
歳

〜
25
歳
で
、
歌
・
楽
器
の
ソ
ロ
ま

た
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
で
き
る
方

（
演
奏
時
間
は
10
分
以
内
）
参
加

費
は
無
料

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

4
月
29
日

（
火
・
祝
日
）
午
前
10
時
か
ら
市

民
セ
ン
タ
ー
「
ダ
ヴ
」

申
込
み

申
込
書
を
4
月
11
日

（
金
）
ま
で
に
〒
3
3
4
｜
0
0

0
5
鳩
ヶ
谷
市
里
1
0
8
4
〜
3

4
市
民
音
楽
協
会
事
務
局
・
渡
辺

t
へ
郵
送
ま
た
は
F
A
X
で
。
F

な
ど
は
、
県
庁
の
各
担
当
課
で
承

り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
の
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
南
部
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

蘆
南
部
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
（
川
口
市
西
青
木
2
〜
13
〜

1
、
川
口
地
方
庁
舎
内
　
西
川
口

駅
東
口
よ
り
徒
歩
10
分
）
1
2
5

6
・
1
1
1
0

蘆
県
庁
の
担
当

課
1
0
4
8
・
8
2
4
・
2
1
1

1

▽
企
業
の
経
営
革
新
の
相
談

な
ど
＝
企
業
誘
致
・
経
営
支
援
課

▽
労
働
相
談
な
ど
＝
勤
労
者
福
祉

課
　
▽
防
犯
の
相
談
な
ど
＝
県
民

防
犯
推
進
室

県
で
は
、
個
性
豊
か
な
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

4
月
1
日
か
ら
地
域
創
造
セ
ン
タ

ー
と
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
を
再
編

し
て
、
新
し
く
地
域
振
興
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

蘆
こ
れ
ま
で
、
さ
い
た
ま
市
の
中

央
地
域
創
造
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
た
地
域
振
興
や
N
P
O
の
設

立
、青
少
年
の
非
行
防
止
な
ど
は
、

川
口
市
に
新
設
す
る
南
部
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

蘆
企
業
の
経
営
革
新
や
労
働
相
談

11
No.611

地
球
が
誕
生
し
て
46
億
年
。
地

球
に
は
幾
多
の
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た

が
、
今
、
人
類
の
営
み
に
よ
り
危

機
に
直
面
し
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
に
よ
り
海
面
上
昇

等
様
々
な
影
響
が
表
面
化
し
て
い

る
。
生
態
系
の
問
題
は
深
刻
で
、

生
息
空
間
を
異
に
す
る「
白
ク
マ
」

と
「
ヒ
グ
マ
」
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
（
交
雑
種
）
の
増
加
等
、
驚
愕

の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
接
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

我
が
国
は
、
10
年
前
に
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に
踏
み
切
っ

た
（
京
都
議
定
書
）
が
、
現
状
は
、

削
減
目
標
値
を
達
成
す
る
ど
こ
ろ

か
、
逆
に
大
き
く
目
標
値
を
上
回

っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
家
庭
等
の

排
出
量
が
増
え
続
け
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
便
利
に
暮
ら
す
だ

け
で
な
く
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
も
、
か
け
が
え
の
な
い

地
球
環
境
を
守
り
、
継
い
で
い
く

責
任
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
鳩
ヶ

谷
市
で
も
家
庭
か
ら
、
ま
た
、
地

域
か
ら
一
歩
ず
つ
着
実
な
取
組
み

を
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

厳
し
さ
を
増
す
様
々
な
環
境
問

題
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
の
度
、

市
役
所
に
市
民
環
境
部
を
創
設
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
ベ
ー
ス

に
、
さ
ら
に
市
民
・
企
業
・
学
校

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
緊
密
に

連
携
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
決
意
を
し
て
お
り
ま
す
。

環
境
行
政
の
充
実

南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

が
川
口
市
に
誕
生

学
校
給
食
を
考
え
る
会

第
3
回
ジ
ュ
ニ
ア
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
募
集

シ
ニ
ア
健
康
テ
ニ
ス
教
室

硬
式
（
初
・
中
級
）

鳩
ヶ
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

結
成
25
周
年
記
念
ゴ
ル
フ
大
会

県
政
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

自
衛
官
募
集


